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この度は RANGER ハンドトーチをご購入ありがとうございます。このバーナーはプロパンガス+酸素用も

しくは天然ガス+酸素ガス用です。 アセチレンガスでは使用しないでください。また、必ず、酸素のライ

ンには酸素ホースを接続し、プロパンガスにはプロパン用のホースを接続してください。ホースはホース

金具できっちり締め付けてください。石鹸水などを使って定期的にホースの接続部分に漏れがないか確認

してください。 

 

【ホースサイズ】 

 5/16”もしくは 3/8”、1/4” 

 

【クリーニングツール】 

バーナーの炎が点いている時はクリーニングしないでください。バーナーが冷めた時にのみご使用くださ

い。ワイヤーの長さをガスチューブには 25.4ｍｍの深さまで、酸素が出てくる孔は 9.5mm の深さまで刺

さるようにに調整してください。バーナーの火口のガスチューブや酸素孔にワイヤーを抜き差しした後、

一瞬ガスと酸素を勢い良く吹き出し管内に残ったススがゴミを排出します。こうするとバーナーの劣化を

防ぎます。 

 

【バーナー本体や火口のオーバーヒートを防ぐために】 

 ガスだけの炎や、ほんの少しだけの酸素をミックスした小さな炎で作業をしないようにしてください。 

 ゆるやかな小さな炎はバーナー火口を赤く加熱させる原因になります。このオーバーヒートはバーナ

ーのノズルチューブを劣化させます。 

 バーナーの火口で赤い炎がでないように酸素を調節してご使用ください。 

 ガラスとバーナー火口の距離があまりにも近すぎると輻射熱でバーナーの火口がオーバーヒートし

ますのでご注意ください。 

 

【着火と消火】 

着火の際には、まずガスを開き、ライターなどでガスの炎を出し、その後酸素を少しづつ開き青い色の酸

化炎に調整します。ガスを増やし、酸素を増やし、ガラスの作業に必要な炎に調整してください。 

消火は、まず酸素を閉め、その後にガスを閉めます。 

 

【適正圧力】 

プロパンガスの圧力は通常の低圧で使用できます。 

プロパンガス：2～6PSI （0.01～0.04MPA） 

酸素ガス  ：5～8PSI （0.03～0.05MPA） 

 


